
解体工事における労働災害を防ぎましょう︕解体工事における労働災害を防ぎましょう︕
建築物解体工事に従事する労働者の皆さんへ

長岡監督署管内では、解体工事における労働災害（休業4日以上）が、令和5年に8件発生して
おり、このうち1件は建設機械に接触して死亡する災害が発生しています。
また、作業者の高年齢化や解体工法の機械化が進む中で、ひとたび事故が発生すると、重大

な災害につながるおそれがあります。
労働災害を減らすためには、事業者はもとより、解体作業に従事する労働者が作業に対する

危険意識や安全意識を高める必要があります。

(R5.12)長岡労働基準監督署

＜令和５年に発生した主な災害事例＞
脚立から転落
（休業1か月）

脚立が転倒
（休業2か月）

屋根から転落
（休業2か月）

建設機械に接触
（死亡）

チェーンソーで切傷
（休業2週間）

脚立にあがって雨
どいを取り外す際
に足を踏み外して
転落した
（男性/60歳）

二階床板をチェー
ンソーで解体作業
中、バランスを崩し
て脚立が転倒、地
面に転落した。
（男性/44歳）

屋根に上がって廃
材を片付けていた
時、誤って地面に
転落した
（男性/68歳）

解体物を詰めたフ
レコンバックを建設
機械で搬出する際、
建設機械のアーム
に接触した
（男性/65歳）

立木 を チ ェ ー ン
ソーで伐木中、
チェーンソーで左
足大腿部を切創し
た
（男性/65歳）
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（図１）建設業における労働災害の推移

建設業

うち解体工事

※死亡災害報告及び労働者死傷病報告の集計による
令和５年については12月20日現在の速報値
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（図２）解体工事における

事故型別災害発生状況

（令和３年～令和５年）

別添２



解体作業における労働災害を防ぐために

このリーフレットに関するご不明な点は、長岡労働基準監督署安全衛生課（電話0258-33-8711）にお問い合わせください。


